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１－１ 計画策定の趣旨 
 

平成30年９月６日未明に発生した「平成30年北海道胆振東部地震」による災害（以下、「本震災」と

記す。）により、未曽有の被害を受けました。特に、北部山間地を中心に広範囲で山腹崩壊が発生し、

流出した土砂により甚大な被害を受け、発災から１年半を経過した現在も多くの方が応急仮設住宅等で

の生活を余儀なくされています。 

このような被害状況を踏まえ、厚真町では、町全体の復旧・復興に向けたビジョンや実現までの事業

計画、工程などを取りまとめる、「厚真町復旧・復興計画（以下、「復旧・復興計画」と記す。）」の

策定と並行し、北部山間地の４地区（幌内・富里・高丘・吉野）（以下、北部４地区と記す。）を対象

に、地区毎に困りごとや生活再建意向、集落の改善意向を伺い、地区の再生に向けた話し合いを進めて

きました。 

地域再生計画（以下、「本計画」と記す。）は、各地区での話し合いの結果を踏まえ、今後の復興に

向けて安全な暮らしを支え、災害に強い地域を実現させるための、住まいや社会生活基盤（道路、避難

所等）の整備方針、事業手法、およびそのロードマップ等を取りまとめるものとして策定します。 

 

 

１－２ 復旧・復興計画との関係 
 

本計画の内容は、「復旧・復興計画」に反映します。復旧・復興計画（第２期）（令和２年３月策

定）の中では、「５．地域別整備方針 ５－１北部４地区」に反映しています。 

 

１－３ 計画の構成 
 

本計画は、北部４地区に共通する「現状と課題」と「地域再生方針」、およびその方針に基づいた、

各エリアの「エリア別再生計画」で構成します。 
 

図表１－１ 計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

２ 北部４地区の現状と課題 

○地区の概要 

○被災状況 

○復旧事業の実施状況 

○北部 4 地区の住民意向 

○北部４地区の課題 

３ 北部４地区の地域再生方針 

○基本方針  ⇒地域再生に向けた重点施策の

基本方針を示します 

４ エリア別再生計画 

○幌内エリア再生計画 

○富里・高丘・吉野エリア再生計画 

⇒エリア別に住まいの再建、避難路・避

難所等の整備方針、今後の検討課題を

示します 

○今後の予定 

⇒今後予定している取り組みや支援を示

します 

⇒地域再生の前提

条件を示します 
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２－１ 地区の概要 
 
（１）地区の位置 

北部４地区は、厚真町北部に位置し、山林や農地に囲まれ農家住宅が散在する、豊かな農村景観が

形成されている地区になります。地区に至る主要道路は、厚真市街地から厚真川に沿って北部に延び

る上幌内早来停車場線（道道235号）であり、吉野、富里、幌内へと順につながっています。また、

富里から分岐する形で、夕張厚真線（道道1065号）・高丘本線が通っており、高丘につながっていま

す。本地区の吉野と富里は市街化調整区域に指定されており、高丘と幌内は都市計画区域外に位置し

ています。 

図表２－１ 北部４地区の位置図 

  

２．北部４地区の現状と課題 
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（２）人口・世帯数・高齢化率 

北部４地区の人口・世帯数は、震災前から緩やかな減少傾向が見られ、震災後は減少傾向の加速

が見られています。また、高齢化率は、平成27年時点で約34.4％となっており、３人に１人以上が

65歳以上の高齢者となっています。 

図表２－２ 被災前後の人口・世帯数の推移と高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人口） 

字名 
人口（人） 震 災 前

平 均 増
加率 

震 災 後
平 均 増
加率 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

H30 
(8/30) 

H31 
R2 

(3/1) 

幌 内 126 124 119 112 117 112 116 108 103 101 100 72 65 -2.19 -23.33 

富 里 97 94 91 83 81 78 80 77 75 72 71 64 63 -2.85 -7.51 

高 丘 66 65 66 58 54 52 50 46 45 43 43 38 29 -3.70 -21.71 

吉 野 49 48 46 42 37 37 34 29 33 35 34 7 2 -3.25 -62.75 

北部４地区 338 331 322 295 289 279 280 260 256 251 248 181 159 -2.83 -23.92 

町全体 4,890 4,886 4,870 4,779 4,739 4,712 4,708 4,666 4,659 4,652 4,671 4,559 4,481 -0.48 -2.71 

（世帯数） 

字名 
世帯数（世帯） 震 災 前

平 均 増
加率 

震 災 後
平 均 増
加率 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

H30 
(8/30) H31 

R2 
(3/1) 

幌 内 52 52 51 49 50 47 50 48 47 46 47 37 36 -1.02 -15.60 

富 里 32 32 31 31 30 28 29 28 29 30 30 28 27 -0.66 -6.67 

高 丘 18 18 18 17 17 17 16 15 15 15 15 14 13 -1.77 -8.89 

吉 野 18 18 19 17 16 16 15 13 15 16 16 5 2 -1.18 -58.33 

北部４地区 120 120 119 114 113 108 110 104 106 107 108 84 78 -1.06 -18.52 

町全体 2,004 2,035 2,046 2,035 2,057 2,082 2,093 2,097 2,123 2,119 2,141 2,099 2,070 0.73 -2.21 

（注）人口・世帯数は住民基本台帳の数値を、高齢化率は国勢調査の数値を使用。 

各年の人口・世帯数は、各年3月末または4月１日時点の数値を使用（括弧書きの日付記載年を除く）。 

震災前平均増加率は、H21からH30（8/30）までの増減数の１年あたりの平均値を示す。 

震災後平均増加率は、H30（8/30）からR2（3/1）までの増減数の１年あたりの平均値を示す。  
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（３）農家数・農業就業人口・農地面積 

北部地区の農家戸数は世帯数の半分程度であり、うち販売農家は約９割となっています。また、

販売農家のうち、兼業と専業はそれぞれ半分程度となっています。農業就業人口のうち、65歳以上

は約４割となっていますが、５年経過した現在は更に増加が想定されます。 
 

図表２－３ 農家・農地の状況（2015年農林業センサスより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（農家数・農業就業人口） 

字名 

農家数（世帯） 農業就業人口（人） 

計 
販売 

農家 

  自給的 

農家 
計 男性 女性 

65歳 

以上 専業 兼業 

幌内 21 18 11 7 3 37 20 17 19 

富里 14 13 6 7 1 23 11 12 6 

高丘 11 10 6 4 1 24 14 10 7 

吉野 6 5 3 2 1 7 5 2 4 

計 52 46 26 20 6 91 50 41 36 

 

（耕作面積） 

 

 

 

（４）上位計画での位置づけ 

第４次厚真町総合計画における土地利用の基本方針では、北部4地区は「豊かな森林地域（森林整

備地域）」および「輝く田園地域（農業振興地域）」に位置づけられています。また、町の活性化を

図る土地利用として幌内地区では「厚真ダム・厚幌ダム周辺整備」、高丘地区では「大型開発跡地整

備」を推進することが位置づけられています。  

字名 
耕地面積（ha） 農家一戸当たり

の面積（ha/戸） 計 田 畑 樹園地 

幌内 229 160 69 － 10.9  

富里 180 109 71 － 12.9  

高丘 164 119 38 7 14.9  

吉野 40 38 2 － 6.7  

計 613 426 180 7 11.8  
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集落毎の農地面積（hａ） （hａ） 
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２－２ 被災状況 
 

本震災では最大震度７を観測し、地震による揺れや山腹崩壊の土砂により、建物やインフラ、農地

に大きな被害を受けました。また、幌内で4名、富里で4名、高丘で2名、吉野で19名、計29名の方が

犠牲となり、その他重軽傷者を含め、多くの方が被害を受けました。仮設住宅等の入居世帯率につい

ても、北部４地区は町全体と比較して高く、被害が甚大であることが見受けられます。 
 

図表２－４ 土砂崩壊区域の分布図（出典：国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－５ 応急仮設住宅等の入居世帯数・入居世帯率※吉野地区除く（出典：厚真町統計データ） 

字名 

仮設住宅等の入居世帯数 
世帯数 

（震災前） 

仮設住宅等の 

入居世帯率 
応急仮設住宅

プレハブ住宅 

応急仮設住宅

トレーラーハウス 

借上型 

仮設住宅 
公営住宅等 

幌内 23 － 2 1 49 53.1% 

富里 15 － － － 31 48.4% 

高丘 12 － 1 － 16 81.3% 

地区計 50 － 3 1 96 56.3% 

町全体（最大） 127 11 18 27 2,181 8.4% 

 ※トレーラーハウスは道・町設置分含む 
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●北部4地区の傾向 

・町外への移転と地区内での移転を希望する方が全町に比べ多くなっています。 

●北部4地区の傾向 

・井戸水等インフラ被害や土砂被害が全町に比べ多くなっています。 

（今後住む場所） 

 

 

 

 
 
 

（「２．別の住所に移転と答えた方」の移転予定地） 

 

 

 

（１）住家被害状況 

住家の全半壊率は、北部４地区全体で66.1％、字別にみると幌内で53.8％、富里で61.1％、高丘

で77.8％、吉野で95.2％となっており、町全体の41.0％と比較し多くなっています。 

また、納屋や物置など住家の付属建物の被害や井戸水等のインフラについても多くの被害が見ら

れます。 
 

図表２－６ 住宅の被害状況（住家の被害認定調査（令和元年9月30日時点）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－７ 住宅の被害状況（アンケート調査の結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－８ 今後住む場所・移転予定地（アンケート調査の結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.5

21.2

62.5

56.1

25.0

15.2 7.6

0 25 50 75 100

北部４地区（N=8）

町全体（N=66）

２.厚真町内 ３.厚真町外 １.同じ地区内 ４.決めかねている

(％)

判定 

字名 
全壊 

大規模 

半壊 
半壊 一部損壊 無被害 合計 

全半壊率 

（※１） 

幌内 12 棟 3 棟 13 棟 19 棟 5 棟 52 棟 53.8％ 

富里 11 棟 2 棟 9 棟 13 棟 1 棟 36 棟 61.1％ 

高丘 5 棟 3 棟 6 棟 4 棟 0 棟 18 棟 77.8％ 

吉野 20 棟 0 棟 0 棟 1 棟 0 棟 21 棟 95.2％ 

北部４地区 48 棟 8 棟 28 棟 37 棟 6 棟 127 棟 66.1％ 

町全体 233 棟 70 棟 262 棟 1,082 棟 195 棟 1,082 棟 52.2％ 

（※１）全半壊率とは、住家数に対する全壊・大規模半壊・半壊の住家の割合。 
※以下、Ｎ値は設問
の回答者数を示す 

59.1
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33.4
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町全体（N=823）

１.揺れによる住居破損 ４.井戸水等インフラ被害 ２.土砂被害

３.地割れ・地盤被害 ５.その他の被害 ６.ほとんど被害なし

(％)

63.4

83.3

22.0

10.7

14.6

6.0
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町全体（N=816）

１.地震前と同じ住所 ２.別の住所に移転 ３.決めかねている

(％)
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（２）公共施設等の被害状況 

 

（建物・構造物被害） 

建物・構造物の被害については、富里・高丘・吉野で集会施設が被災した他、神社、富里浄水場、

厚真ダム、厚幌ダムが被災しました。 

 

（インフラ被害） 

道路については、山腹崩壊により北部地域への道路が寸断したことにより、孤立する集落、被災

者が避難場所まで到達できないなどの状況が発生しました。 

水道施設については、富里浄水場が被災したことで簡易上水道が断水しました。また、湧水や地

下水を利用する世帯についても、一部で地盤変動による地下水脈の寸断や水質低下が起こり、取水

できなくなる状況が確認されました。 

 

（河川被害） 

幌内では厚真川や、日高幌内川周辺の大規模な山腹崩壊により河道閉塞が発生し、湛水池が形成

されるなどの被害を受けました。 
 

図表２－９ 公共施設等の被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上幌内早来停車場線の閉塞（富里浄水場付近） 
（国土交通省提供） 

厚真川の河道閉塞（国土交通省提供） 

幌内 富里 高丘 吉野 

・厚真ダムの損傷 

・幌内神社の損傷 

・高齢者生活自立支

援センター、富里

浄水場の一部流出 

・生活会館の損傷、

断水 

・高丘神社の損傷 

・生活会館の流出 

・吉野神社の流出 

 

富里浄水場の被害 高丘神社の被害 
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（３）農地・農業用施設の被害状況 

農地・農業用施設の被害については、水田や畑に土砂が流入した他、水田や畑の亀裂や段差、農

業用水路の被害が発生し、震災翌年の作付けができない農家が見られました。また、納屋や倉庫の

被害により、格納していた農業用機械に被害を受けた農家も多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表２－１０ 土砂が流入した農地の分布図（出典：国土地理院） 

 

 

 

 

  

農業用水路の被害 農地への土砂の流入（幌内） 
（陸上自衛隊第７特科連隊提供） 
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２－３ 復旧事業の実施箇所 
 

図表２－１１ 道路復旧工事の実施箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－１２ 河川復旧工事の実施箇所 
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図表２－１３ 砂防工事の実施箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－１４ 治山工事の実施箇所 
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２－４ 住民意向（住民アンケートより） 
 

令和元年7月から8月にかけて町内を対象に実施した「復旧・復興に向けたアンケート調査」の結果

から、北部4地区の回答状況を整理した結果は次のとおりです。 

※アンケート回答状況の詳細については「厚真町復旧・復興計画第1期別冊［参考資料］に記載して

います。 

※以下、グラフ内のN値は、各設問に対する北部４地区および町全体の回答者数を示しています。 
 

図表２－１５ 住まいの再建について 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図表２－１６ 暮らしの再生で重要な点について 

 

 

 

 

 

 
 

  

●北部4地区の傾向 

・北部4地区では全町と比較すると「住宅再建の支援策」と「公営住宅等の建設」の回答が多くな

っています。住宅被害が大きいことや、現在の宅地の安全性に対する不安などが影響している

と考えられます。 
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45.1

31.1
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20.1

13.3

18.0
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8.4
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北部４地区（N=45）

町全体（N=805）

住宅再建の支援策 宅地等の安全性を高める 住宅の耐震性の強化

公営住宅等の建設 空き家等の有効活用 危険区域からの移転

市街地等での住宅分譲地の整備 その他

(％)

45.5

44.2

36.4

31.8

34.1

20.6

25.0

18.2

18.2

16.6

13.6

33.0

4.5

12.2

0 25 50 75 100 125 150 175 200

北部４地区（N=44）

町全体（N=790）

公共交通の整備 心身の健康のサポート 地域の活動の場の充実 情報インフラの確保

子育て世帯へのサポート 住まいの見守り・サポート 教育・生涯学習の充実 その他

(％)

●北部4地区の傾向 

・北部4地区では全町と比較すると「心身の健康のサポート」と「地域の活動の場の充実」の回答

が多くなっています。甚大な被害により心身への影響が大きいことと、地域の集会所が被災し、

使用できないことが影響していると考えられます。 
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図表２－１７ しごとの再生で重要な点について 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図表２－１８ 安全なまちづくりで重要な点について 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

図表２－１９ 町の復興への取り組み 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

●北部4地区の傾向 

・北部4地区では全町と比較すると「農業振興」と「林業の振興」の回答が多く一次産業従事者へ

の影響が大きいことが分かります。 

 

●北部4地区の傾向 

・北部4地区では全町と比較すると「土砂災害の再発防止」「避難路や避難場所の確保」の回答が

多く、防災面での大きな課題となっていることが分かります。 

73.2

49.1

31.7

41.4

24.4

13.5

19.5

28.2

14.6

23.6

14.6

13.9

4.9

9.2

0 25 50 75 100 125 150 175 200

北部４地区（N=41）

町全体（N=793）

農業振興 移住者等の起業 林業の振興 雇用の確保

新規就業・農者確保 町外とのつながり 商工業の復旧支援 その他

(％)

●北部4地区の傾向 

・北部4地区では全町と比較すると「人口減少対策」と「被災の記憶や記録を残す」の回答が多く

なっています。全町的な検討課題ですが特に重点的な取り組みが必要となります。 

 

62.2

42.1

35.6

33.7

24.4

21.8

15.6

18.0

15.6

20.3

13.3

18.6

11.1

15.6

8.9

11.1

0 25 50 75 100 125 150 175 200

北部４地区（N=45）

町全体（N=801）

土砂災害の再発防止 避難路や避難場所の確保 避難時の要援護者への支援

備蓄の充実 避難時等の情報連絡体制 水害や津波等からの安全確保

地域の防組織の充実 防災訓練・避難訓練の強化 その他

(％)

67.6

47.2

44.1

29.3

35.3

25.3

26.5

21.2

20.6

9.5

17.6

14.2

14.7

9.9
2.9

16.7

0 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250

北部４地区（N=34）

町全体（N=791）

人口減少対策 観光や交流ができる施設 被災の記憶や記録を残す

町外の人たちとのつながり 慰霊や追悼の施設 森林再生の植樹活動

復興の象徴となる施設 被災木材などの活用 その他

(％)
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２－５ 地域再生に向けた課題 
 

地区の概要や被災状況、復旧事業の実施状況、住民アンケートによる住民意向を踏まえ、北部４地区

の地域再生に向けた課題および対応の検討状況は次のとおりです。 

 
  

●本震災により、北部地区は特に甚大な被害を受け、山腹崩壊による人的被害や、道路が寸断

し孤立する集落、避難場所まで到達できないなどの状況が発生しました。このため、安全な

住宅や宅地、避難路の整備、避難所の整備などを含めた土地利用の見直しが必要です。 

●住宅については、甚大な被害により全半壊した住宅も多く、再建が困難な方も見られます。

従前の地区または近隣で住み続けられる住宅の整備についても検討が必要です。 

●甚大な被害により、心身の不調を感じる方も多いため、引き続き実態把握を行うとともに心

身の健康の維持・増進に向けた支援が必要となります。 

●農林業の従事者が多く被災していることから、仕事（なりわい）の再生には、生産基盤の復

旧が急務となります。 

●集会所の被災により、地域活動の拠点となる場所が失われており、コミュニティの拠点とな

る施設や場所が求められています。 

●町内でも特に被害が大きい地区であり、慰霊施設や記憶や記録の伝承に関する取り組みに

ついても、全町での取り組みと併せて、地区単位でも検討する必要があります。 

●集落外への移転再建により、人口減少が加速していることから、コミュニティの持続に向け

た取り組みの検討も必要です。 

 

 

本計画では上記課題のうち、特に太字の項目について中心的に記載します。その他の課題については

全町的な課題として復旧・復興計画第2期に記載するとともに、引き続き検討を進め、具体的な取り組

みについて復旧・復興計画第3期および本計画の更新時に記載します。 
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復旧・復興計画に記載した町全体で実施する施策に加えて、北部４地区の現状と課題を踏まえた

うえで実施する地域再生に向けた基本方針と実施する施策について下記にまとめます。 

 
 

 地域で住み続けられる住まいの確保  

・・・地域特性や一人ひとりの再建意向を尊重し、住み慣れた地域でこれからも安心して住み

続けられる住まいを確保するとともに、すべての方が住まい再建の目途を立てられるよ

うに個別での対応を中心に支援していきます。 

【重点施策】集落内における町有住宅の建設 

これまでと同じ集落内での住み替え希望者がいる集落に対しては、小規模住宅地

区改良事業を活用し、山際等から離れた安全性の高い場所に、町有住宅（小規模

改良住宅）の建設を行います。 

 

 

 災害に強い、安全・安心な生活基盤づくり  

・・・復旧事業による山腹の安全対策と合わせて、北部４地区から厚真市街地に至る道路の機

能強化を行い、災害に強い安全・安心な道路を確保します。また、災害時の避難場所や

避難所の見直しを行います。 

【重点施策】道路の複線化と改善 

本震災で北部地区の主要道路が流出土砂により閉塞した教訓を踏まえ、都市防災

総合推進事業を活用し道路の複線化を図り、災害時の避難路を確保します。併せ

て避難路の安全性を確保するため、道路幅の拡幅などの必要な整備を検討します。 

 
 

 

 災害時の避難施設整備とコミュニティの持続・発展に向けた支援  

・・・本震災により、地区の一時避難所となる各施設が被災し使用できなくなった状況を踏ま

え、災害時に避難可能な施設の再建を実施します。あわせて各地区を取り巻く状況の変

化を考慮し、コミュ二ティの持続・発展に向けた拠点整備と支援を実施します。 

【重点施策】避難所の再建 

富里、高丘、吉野などの周辺地区からの一時避難が可能となる施設を整備します。

この施設と幌内マナビィハウスを北部地域の防災およびコミュニティの拠点施

設として位置づけ、周辺環境の整備を実施します。 

  

３．北部４地区の地域再生方針 
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４－１ 本計画の策定プロセス 

 

幌内、富里、高丘、吉野に分け、集落別に地域再生計画の策定に向けた検討会を開催しました。 

また、検討会の開催と並行して個別意向調査を実施し、住宅の再建意向の確認や再建に向けた困

りごと等の聴取などを行いながら、本計画の策定を行いました。 
 

図表４－１ 本計画の策定プロセス 

  

４．エリア別再生計画 

※各集落の状況に応じて、策定プロセスは多少異なっています。 

進
め
方
と
被
災
状
況
・
課
題
の
共
有 

地
域
再
生
に
向
け
た

方
向
性
の
検
討 

地
域
再
生
に
向
け
た
計
画
づ
く
り 

（個別意向調査の実施） 

・住宅の再建意向の確認 

・集落の再生に向けた意見の聴取 

・再建（修繕等）に向けた相談 

（第１回） 

・被害状況等を踏まえた町の復興

の進め方 

・地域再生計画策定の流れ 

（第２回） 

・個別意向調査の結果を踏まえた

地区の現状と課題 

・地区整備の考え方 

（第３回） 

・地区の課題と地域再生計画の考

え方 

（第４回） 

・地域再生計画（素案）の提示 

（第５回） 

・地域再生計画（案）の提示、 

計画の合意形成 

（個別意向調査の実施） 

・住宅の再建意向の再確認 

・住環境整備事業導入に向けた建

物調査 

■検討会の開催■ ■個別調査■ 
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４－２ 再生計画のエリア区分 

 

各集落で検討を進める中で、富里、高丘、吉野については、共通する課題も見受けられることか

ら、一体的なエリアとして再生計画を策定する方針とし、「幌内エリア」と「富里・高丘・吉野エ

リア」に分けて「再生計画」を取りまとめました。 
 

図表４－２ 再生計画のエリア区分 
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４－３ 幌内エリア再生計画 

 

（１）幌内地区での検討経過 

１）地区の被害状況 

第１回検討会では、被災前の状況や地区の被害状況について確認しました。 
 

図表４－３ 地区の被害状況 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）住まいの再建意向 

第１回検討会の後、個別意向調査を実施し、合計38世帯から住まいの再建意向を確認しました。 

幌内では3割強の方が地区外での再建を望んでいます。 
 

図表４－４ 住宅の再建意向（令和元年11月時点） 

 

 

 

 

 

 

  

陸上自衛隊第７特科連隊提供 

国土交通省北海道開発局提供 

 
再建場所 再建手法 世帯数 

地区内での再建 現状維持又は修繕 22 世帯 
25 世帯 

現地建て替え ３世帯 

地区外での再建 地区外での新築 7 世帯 
13 世帯 

災害公営・公営住宅 6 世帯 

 

被災前

の状況 

【人口】100人（平成30年9月） 

【世帯数】49世帯（平成30年9月） 

【高齢化率】28.6％（平成27年） 

被害 

状況 

地すべりにより土砂が流出し、家屋や農地

の被害、厚真川の河道閉塞、指定避難所へ

の物資輸送路の閉塞などが生じた。 

【被害棟数】44棟（り災証明での全壊・大

規模半壊・半壊・一部

損壊の棟数） 

 

0 500 1000 2000 
m 

国土交通省提供 
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３）地区の現状や課題の整理 

第２回検討会では、個別意向調査の結果を踏まえ、地区の現状や課題等について共有しました。 
 

図表４－５ 地区の現状・課題等 
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４）住宅や公共施設等の整備内容の検討 

第３回検討会では、第２回までの検討会の意見を踏まえ、地域再生計画の考え方を示し、住宅や

公共施設等の整備内容の検討を行いました。 
 

図表４－６ 地区の課題・取組方針 
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（２）幌内エリア再生計画 

以上を踏まえ、幌内エリアの再生計画を取りまとめました。  

幌内での安全で安心な住まい・暮らしの確保や、既存のパークゴルフ場等の整備計画

の推進と併せて、幌内マナビィハウスや幌内神社が立地する地区中心部の機能再編を図

り、地区のコミュニティの核となる区域を形成する。  

２）道路の整備 

●本震災で道道が土砂で閉塞したことを受け、今後の災害に備えて、既存町道の改善と厚真市街地に

至る道路の複線化（厚真川左岸道路の整備）を行い、安全な避難路を確保する。 

 

 

 

 

●その他、町道や道道に関する住民意向 

 

 

 

１）住まいの再建 

●住まいの再建について、自力再建は困難ではあるが今後も幌内での居住意向を持つ方に対して、幌

内中心部への住み替えを提案する。 

●住み替え先としては、町有地（旧幌内小学校跡地）周辺に、以下の町有住宅（小規模改良住宅）の

建設やトレーラーハウスの移設を行う。 
 

 

 

 

 

●個別相談を引き続き実施し、希望の再建手法を実現できるよう支援を継続する。 

 

 

■町有住宅（小規模改良住宅）の建設    ■トレーラーハウスの移設 

【住居形態】戸建・平屋形式        【移設戸数】最大２戸 

【建設戸数】１戸 

※建設や移設に際しては、今後整備予定のパークゴルフ場の機能が損なわれない形で行う。 

【整備予定】 

・舗装部分の拡幅（1.5 車線程度）＋待避所の整備、急勾配の緩和 

・富里の未接続区間は道路の新設を検討中 

３）集会所の充実 

●幌内マナビィハウスについては、当面は現建物を使用していくが、避難施設等のあり方、立地につ

いては継続して検討していく。 

●今後の災害に備えて、幌内マナビィハウスの避難所機能の充実や周辺の緊急ヘリポート機能の確

保、地区内での避難計画の策定などを進め、ハードとソフト両面から避難できる体制を構築する。 

幌内エリア再生計画 

【町道の改善についての住民意向】 

・見通しの悪い箇所に対するカーブミラーの設置  ・冬場の道路の雪解けの改善 

【道道の改善についての住民意向】 

・マナビィハウス及びパークゴルフ場計画予定地前面の急カーブの改善 

・街灯や防犯灯の設置 ・センターラインの明示 ・路面の凹凸の改善 
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１）地区中心部整備に向けた取り組み 

●既存のマナビィハウスや農業用倉庫、パークゴルフ場の計画（下図）との関係性を考慮しなが

ら、小規模改良住宅の具体的な配置計画の検討が必要となります。 
 

図４－７ パークゴルフ場や道道の急カーブ改善の計画（震災前の幌内地区環境整備事業計画より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）地区活性化等に向けた取り組み 

●復旧工事が引き続き実施される地区であり、工事車両の通行も非常に多いことから、定期的に

情報交換を実施し、安全性の確保に努めます。 

●集落の持続や発展に向けて必要な取り組み（例えば、若い世代の営農継続の支援や、震災の記

憶の継承、観光拠点での農を活用した取り組み、コミュニティ活動の維持、伝統文化の継承の

取り組み等）について、集落の課題やニーズに応じて検討が必要と考えられます。 

●災害の種類に応じた避難所の位置づけや必要機能の確保、安否確認、救出救護、避難などの地

域で助け合える体制づくりなど、今後の災害に備えた取り組みの検討が必要と考えられます。 

 

今後の検討課題 

小規模改良住宅の計画も

含め、マナビィハウス周辺

の機能配置は今後見直し

を行っていきます。 
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図４－８ 幌内エリア再生計画 
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４－４ 富里・高丘・吉野エリア再生計画 

 

（１）富里地区での検討経過 

１）地区の被害状況 

第１回検討会では、被災前の状況や地区の被害状況について確認しました。 
 

図表４－９ 地区の被害状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）住まいの再建意向 

第１回および第3回検討会の後、個別意向調査の実施し、合計24世帯から住まいの再建意向を確

認しました。富里では３割弱の方が地区外での再建を望んでいます。 
 

図表４－１０ 住宅の再建意向（令和元年11月時点） 
 

 

 

 

 

 

 

  

国土交通省提供 

国土交通省提供 

 
再建場所 再建手法 世帯数 

地区内再建 現状維持又は修繕 16 世帯 
17 世帯 

現地建替え 1 世帯 

地区外再建 移転新築等 2 世帯 
5 世帯 

災害公営・公営住宅 3 世帯 

未定  2 世帯  

 

被災前

の状況 

【人口】71人（平成30年9月） 

【世帯数】31世帯（平成30年9月） 

【高齢化率】42.9％（平成27年） 

被害 

状況 

土砂被害により、主に地区北部の家屋被

害、農地被害、指定避難所（高齢者生活自

立支援センター「ならやま」）の被害が起

こった。 

【被害棟数】35棟（り災証明での全壊・大

規模半壊・半壊・一部

損壊の棟数） 
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３）地区の現状や課題の整理 

第２回検討会では、個別意向調査の結果を踏まえ、地区の現状や課題等について共有しました。 
 

図表４－１１ 地区の現状・課題等 
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４）住宅や公共施設等の整備内容の検討 

第３回検討会では、第２回までの検討会の意見を踏まえ、地域再生計画の考え方を示し、住宅や

公共施設等の整備内容の検討を行いました。 
 

図表４－１２ 地区の課題・取組方針 
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（２）高丘地区での検討経過 

１）地区の被害状況 

第１回検討会では、被災前の状況や地区の被害状況について確認しました。 
 

図表４－１３ 高丘地区の被害状況等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）住まいの再建意向 

第１回および第3回検討会の後、個別意向調査の実施し、合計13世帯から住まいの再建意向を確

認しました。 
 

図表４－１４ 住宅の再建意向（令和元年11月時点） 
 

 

  

 
再建場所 再建手法 世帯数 

地区内再建 現状維持又は修繕 8 世帯 
９世帯 

現地建替え 1 世帯 

地区外再建 地区外での新築 3 世帯 ３世帯 

未定  1 世帯 １世帯 

 

被災前

の状況 

【人口】43人（平成30年9月） 

【世帯数】16世帯（平成30年9月） 

【高齢化率】41.7％（平成27年） 

被害 

状況 

土砂被害が至るところで発生し、

家屋や農地被害、避難路の閉塞等

が起こった。 

【被害棟数】19棟（り災証明での

全壊・大規模半壊・半壊・一部

損壊の棟数） 

 

国土交通省提供 

国土交通省提供 

国土交通省提供 
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３）地区の現状や課題の整理 

第２回検討会では、個別意向調査の結果を踏まえ、地区の現状や課題等について共有しました。 
 

図表４－１５ 地区の現状・課題等  
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４）住宅や公共施設等の整備内容の検討 

第３回検討会では、第２回までの検討会の意見を踏まえ、地域再生計画の考え方を示し、住宅や

公共施設等の整備内容の検討を行いました。 
 

図表４－１６ 地区の課題・取組方針 
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（３）吉野地区での検討経過 

１）地区の被害状況 

第１回意見交換会では、被災前の状況や地区の被害状況について確認しました。 
 

図表４－１７ 地区の被害状況等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災前

の状況 

【人口】34人（平成30年9月） 

【世帯数】13世帯（平成30年9月） 

【高齢化率】46.9％（平成27年） 

被害 

状況 

【被害棟数】22棟（り災証明での全壊・大

規模半壊・半壊・一部

損壊の棟数） 
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２）地区の現状や課題の整理 

個別意向調査の結果、以下の地区の現状や課題等が挙がりました。 
 

図表４－１９ 地区の現状・課題等 
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（４）富里・高丘・吉野エリア再生計画 

以上の３地区の検討結果を踏まえ、富里・高丘・吉野エリアの再生計画を取りまとめ

ました。  

 

富里・高丘・吉野エリア内での安全で安心な住まい・暮らしの確保や災害に強い道づ

くりと合わせて、厚真川左岸の高台に、富里・高丘・吉野エリアの防災拠点・コミュニ

ティ拠点を新たに形成する。 

２）道路の整備 

●本震災で道道上幌内早来停車場線が土砂で閉塞したことを受け、今後の災害に備えて、厚真市街

地に至る道路の複線化（左岸道路の整備）を行い、安全な避難路を確保する。 

 

 

 
 

●道道夕張厚真線が土砂災害により閉塞し集落の孤立化を防ぐため、高丘入口部分の道路の改善を

検討する。 

富里・高丘・吉野エリア再生計画 

１）避難所等の整備 

●本震災で富里、高丘、吉野の各集落内の集会施設（「高齢者自立支援センターならやま」、「高丘生

活会館」「吉野生活会館」）が被災したことから、土砂災害や浸水被害からの安全性の高い厚真川

左岸の高台に周辺地区が共同で利用できる集会機能を有する北部地域の防災拠点を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の災害に備えて、緊急ヘリポートの検討や自主防災組織の立ち上げ、地区内での避難計画の

策定などを進め、ハードとソフト両面から避難等ができる体制を構築する。 

【候 補 地】富里地区仮設集会所周辺 

【機  能】避難所機能、集会機能、北部地域の復興支援機能（検討中） 

【活用事業】都市防災総合推進事業 

※施設規模や必要機能、管理・運営方法等については、今後周辺自治会の意向も伺いながら

検討を進める。 

【整備予定】・既存道路の舗装部分の拡幅（1.5 車線程度）＋待避所の整備 

・未接続区間の道路の新設（検討中） 

３）住まいの再建 

●個別相談を引き続き実施し、住まいの再建に向けた支援を継続する。 
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１）地区整備（避難所、小規模改良住宅、厚真川左岸道路）に向けた取り組み 

●北部地域の防災拠点（避難所）の建設場所や規模、機能、諸室構成、管理・運営方法など、

具体的な計画づくりが必要となります。今後、実際に施設を利用する地域の方々との意見交

換を行いながら計画の検討を進め、使いやすい施設を目指します。 

●厚真川左岸道路の道路線形や幅員、整備手法など、具体的な計画づくりが必要となります。

今後、庁内で詳細検討を行い、地権者など地域の方々との話し合いを行いながら検討してい

きます。 

 

２）地区活性化等に向けた取り組み 

●集落の持続や発展に向けて、集落が抱える課題やニーズに応じた取り組みの検討が必要と考

えられます。 
 

図４－２０ 集落の持続や発展に向けたテーマ（各地区の個別意向調査や検討会より） 

富里 

〇農地や人手の確保などの営農環境対策 

〇若者が移り住める環境づくり 

〇地域で住み続けられる環境づくり（交通や買い物の利便性の向上） 

高丘 

〇今後のコミュニティのあり方 

〇神社の維持・管理 

〇集落と行き来するための移動の利便性の向上 

〇飲料水・生活用水の確保（水道の整備） 

〇ハスカップ農園等を活用した地域の活性化 

吉野 
〇地域の先輩たちの努力や、震災を忘れないための環境づくり 

〇ご遺族の方などが戻ってきて時間を過ごせるような環境づくり 

 

●防災拠点（避難所）の計画づくりと合わせて、災害の種類に応じた避難所の位置づけや避難

計画や安否確認、救出救護、避難所の運営など地域で助け合える共助の体制づくりが必要と

考えられます。 

今後の検討課題 

図４－２１ 富里・高丘・吉野エリア再生計画 
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今後北部４地区で予定している各種事業や支援などを以下に示します。 

 

（１）各種事業の実施 

・小規模改良住宅の整備（小規模住宅地区改良事業）や北部地域の防災拠点・厚真川左岸道路の

整備（都市防災総合推進事業）に向けて、順次調査・計画・用地取得・設計・工事等を進めて

いきます。 

・富里・高丘・吉野エリア再生計画で記載している北部地域の防災拠点の整備については、令和

２年８月から関係自治会の方々を集めた合同会議を開催し、施設の具体的な整備内容の検討を

進めます。 

・地域再生計画と関連する各種事業の進捗状況については、適宜、地域の皆さんへの報告を行い

ます。 

 

（２）個別の住宅再建支援 

・北部４地区のすべての世帯が住まいの再建目途を立てられるように、今後の住まいに関して困

りごとを抱える世帯に対して、個別相談や専門家からアドバイスを行うなど支援を行います。 

 

（３）集落支援員による支援 

・北部４地区を中心とした復興の支援を行うため、国の制度を活用し集落支援員を配置しました。

集落支援員には地域の実情に詳しい人材を配置し、町職員と連携しながら、集落の巡回や状況

把握、住民同士や住民と役場間での話し合いの促進に向けた支援などを行います。 

・集落支援員による支援などをもとに、必要に応じて地域再生計画の内容の見直しを行います。 

  

５．今後の予定 
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